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個別対応とケアプラン
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ご寡族参加のサービス旦当者会き
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ご家族参加で得られた効果

今回の発表の施設

またはサービスの

概要

特別養護老人ホームマザアス日野

<取り組んだ課題>

以下の問題点がありました。

①ケアプランに個別性がない。

②介護士とご寡族の関係性が恋い。

③ご寡族が居住者様の様子、ケアプランを理解してい
恋い。

④ご家族が、拘束解除について理解を示して下さらず、

「怪我をさせるくらいなら、拘束して欲しい。」と
言っていた。

上記の改善に向けて取り組んだ。

日野市にある特別養護老人ホームです。入居者102名、ショートスティ18名で
す。

E-mail

URL

<具体的恋取り組み>

①介護士ヘーからケアプランの作成指導を行なった。
②まずは、ご家族に対して介護士、ケアマネの二人で

1年かけてケアプランの説明を行なった。

③ある程度ケアプランにっいて理解頂けてから、サー

ピス担当者会議にご家族をご案内しだ。

④拘束については、ケアプランで対策を立案し、会議
でご家族に代替案の説明を行恋った。

SV40OS.copen@nifw.com

<活動の成果と評価>

①ご家族、介護士へ会議に参加してどぅ感じたか、ア

ンケートを行なった。双方、意義を感じている結果

となった。

口ここには記述しませんが、全てパーセンテージ

で結果は出してあり或す。

②ご家族が会議に参加することで、ご意見を頂けるよ

うに恋り、それが業務改善に繋がった。

口事例があります。

③拘束をなくした。

④一部の職員からご寡族が参加することに反対意見が
上がり、会議のあり方を見直した。

⑤反対意見を踏或え、他の施設のサーピス担当者会議
を見学に行った。

》

<今後の課題>

他の施設の会議を見学することにより、良い学びを得

た。学んだことを取り入れることで、反対意見に対して

ーつーつ納得して頂けるよう取り組みを続ける。

今後は居住者様の参加も視野に入れている。また、 会

議を、介護士への教育の場にしたい。

<参考資料など>

参考資料はありませんが、興味のある方は是非当施設

へ会議の見学に来て下さい。

》
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アクティブ福祉in東京'07（第2回高齢者福祉研究大会/2007年9月26日）
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